
 第5回アメリカ哲学フォーラム  
―プラグマティズムの越境的展開― 
2018年6月23-24日：神戸大学 

	

    講演-I (6/23): 檜垣立哉（大阪大学） 
   　　「ドゥルーズとパース―連続性と記号」  
　　講演-II (6/23):  Mathias Girel 
　　　　　　　　 ( 仏／エコール・ノルマル)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
          “Reception of Pragmatism 
　　     in France: Just a Beginning?”  
       討論者：鈴木泉（東京大学）小田桐拓志（金沢大学） 
　　　　　　 大厩諒（中央大学） 
 
　シンポジウム (6/24)： 

“Trans-Border Developments 
 of Pragmatism: 

              China, Japan, America”  
    提題者：陳亜軍（復旦大学）嘉指信雄（神戸大学） 
　　　　　 S. Fesmire (USA, Middlebury College) 
    討論者：石田正人（ハワイ大学） 
　　　　　 小手川正二郎（國學院大学） 
                アントン・セビリア（九州大学） 
　 司会：斎藤直子（京都大学） 
　　　　　　　	
　　詳細及び参加申込みは、「アメリカ哲学フォーラム」HPで 


